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We

build
strong

kids,strong
families,

strong
communities.

Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
、た

く
ま
し
い
子
ど

も
た
ち
、家

族
の

強
い
絆
、支

え
あ
う
地
域
社

会
を
築
き
ま

す
。

( 1 )

私
は
東
京
世

田
谷
ワ
イ
ズ
メ

ン
ク
ラ
ブ
に
縁

あ
っ
て
入
会

し
、
親
友
張
替

滋
夫
君
か
ら
ワ

イ
ズ
メ
ン
ズ
ク

ラ
ブ
の
目
的
の

一
つ
に
東
京
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
を
支
え
、
支
援
し
て
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
活
動
を
通
じ
て
「
若

人
を
育
て
る
」
、
と
聞
き
大
変

感
銘
し
て
す
ぐ
に
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
に

も
入
会
し
た
者
で
す
▼
今
ま
で

は
い
わ
ゆ
る
企
業
戦
士
と
し
て

経
済
界
に
携
わ
っ
て
き
て
、

m
o
r
e

&
m
o
r
e

の
経
済
に

身
を
お
き
ま
し
た
が
、
島
田
恒

先
生
の
書
か
れ
た
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と

い
う
生
き
方
」
を
読
ん
で
、

「
公
の
分
野
―P

u
b
l
i
c

」
に

ハ
ッ
ト
気
が
つ
き
ま
し
た
▼
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
で
は
国
際
協
力
委
員
、

会
員
部
運
営
委
員
、
午
餐
会
世

話
人
、
な
ど
皆
さ
ん
の
助
け
を

受
け
な
が
ら
一
つ
一
つ
、
実
行

し
、
充
実
し
た
日
々
を
過
ご
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
▼

人
間
は
有
頂
天
に
な
っ
て
慢
心

し
、
が
っ
か
り
し
て
自
分
に
自

信
が
持
て
な
く
な
っ
た
り
し
て

繰
り
返
す
の
が
常
で
す
。
奉
仕

活
動
を
す
る
こ
と
で
自
分
の
欠

点
を
見
つ
け
、
他
人
か
ら
学
ぶ

こ
と
で
す
。
そ
し
て
「
昨
日
の

我
よ
り
今
日
の
我
」
を
目
指
し

て
反
省
、
努
力
し
続
け
る
こ
と

が
大
事
な
点
で
あ
ろ
う
と
思
っ

て
お
り
ま
す
▼
最
後
は
人
格
形

成
に
あ
り
、
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
本
当

に
多
く
の
機
会
を
与
え
て
く
れ

る
実
に
有
難
い
と
こ
ろ
で
す
。

若
い
人
は
特
に
あ
せ
ら
ず
に
し

っ
か
り
と
根
を
生
や
し
て
成
長

の
機
会
を
持
ち
、
高
齢
者
に
と

っ
て
は
信
頼
・
信
用
・
親
切
な

ど
無
形
資
産
を
含
ん
だ
総
資
産

を
充
実
す
る
自
覚
を
持
つ
こ
と

で
あ
ろ
う
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

（
東
京
世
田
谷
ワ
イ
ズ
メ
ン
ク

ラ
ブ
会
長

太
田

勝
人
）
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東京ＹＭＣＡの使命

東京ＹＭＣＡは、イエス・キリストによって
示された愛と奉仕の精神にもとづいて、青少
年の精神、知性、身体の全人的成長を願い、
地域社会に奉仕し、公正で平和な世界をつく
るための運動を展開する。
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「
第
27
回
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ャ
リ
テ

ィ
ー
ラ
ン
」
が
９
月
23
日
（
月

・
祝
）
、
都
立
木
場
公
園
で
開

催
さ
れ
、
さ
わ
や
か
な
秋
風
の

中
を
75
チ
ー
ム
４
５
０
人
が
走

っ
た
。
こ
れ
は
、
参
加
費
で
障

が
い
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
を
支

援
す
る
と
共
に
、
障
が
い
へ
の

社
会
的
関
心
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
と
し
た
駅
伝
大
会
で
、
今

年
で
27
年
目
に
な
る
。
現
在
は

東
京
の
他
に
全
国
16
ヶ
所
の
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
で
行
わ
れ
、
毎
年
５
千

人
以
上
の
ラ
ン
ナ
ー
が
参
加
し

て
い
る
。

東
京
で
は
、
１
チ
ー
ム
６
人

で
、
１
人
が
１
．
３
ｋ
ｍ
ず
つ

走
る
。
参
加
費
は
１
チ
ー
ム
10

万
円
だ
が
、
何
チ
ー
ム
も
参
加

す
る
企
業
団
体
も
多
い
。
記
録

を
競
う
本
格
的
な
チ
ー
ム
も
、

障
が
い
者
グ
ル
ー
プ
も
参
加
す

る
。
参
加
者
層
の
多
彩
さ
も
こ

の
大
会
の
特
長
で
あ
る
。
今
年

の
優
勝
は
、
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス

端

数

倶

楽

部

の

チ

ー

ム

「S
A
M
U
R
A
I

X
E
R
O
X

」
。
ほ

か
に
コ
ス
チ
ュ
ー
ム
賞
、
高
齢

者
賞
な
ど
た
く
さ
ん
の
賞
が
お

く
ら
れ
た
。

今
年
は
初
め
て
「
子
ど
も
ラ

ン
」
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
、
幼

児
・
小
学
生
お
よ
そ
３
０
０
人

が
参
加
。
大
人
と
同
じ
１
．
３

ｋ
ｍ
を
走
っ
た
。
幼
児
は
保
護

者
同
伴
だ
っ
た
た
め
、
総
勢
５

０
０
人
以
上
が
コ
ー
ス
を
埋

め
、
パ
レ
ー
ド
さ
な
が
ら
の
大

レ
ー
ス
と
な
っ
た
。
全
力
で
走

り
切
る
小
学
生
や
、
途
中
で
歩

き
な
が
ら
も
頑
張
る
幼
児
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
の
懸
命
な
姿

に
沿
道
は
皆
、
顔
を
ほ
こ
ろ
ば

せ
、
大
声
援
を
お
く
っ
た
。

昨
年
か
ら
大
会
委
員
長
と
な

【全国協賛】 三菱商事株式会社

【協 賛】

東燃ゼネラルグループ

シティグループ・ジャパン・ホールディングス株式会社

富士ゼロックス端数倶楽部

ジョンソンコントロールズ株式会社

ＪＫホールディングス株式会社

株式会社カーギルジャパン

ビザ・ワールドワイド・ジャパン株式会社

キャセイパシフィック航空日本支社

花王株式会社 花王ハートポケット倶楽部

株式会社アサヒ・エコキャリー

有限会社中村商店

フットマーク株式会社

ＤＩＲインフォメーションシステムズ株式会社

山崎製パン株式会社.

アーバン ベンディックスネットワーク株式会社

キッコーマン株式会社

東京海上不動産投資顧問株式会社

ライオン株式会社

アメアスポーツジャパン株式会社

株式会社ダイエー

株式会社昭和電気産業

コストコホールセールジャパン株式会社

有限会社レッド ウィング

尾瀬戸倉温泉 ホテル玉城屋

神谷商事株式会社（神谷バー）

ビスタ保険事務所

熱海ＹＭＣＡ

国際青少年センター東山荘（日本ＹＭＣＡ同盟）

富士山ＹＭＣＡ

ワイズメンズクラブ国際協会 在京ワイズメンズクラブ

東京ＹＭＣＡ江東コミュニティーセンター

江東ＹＭＣＡ幼稚園

東京ＹＭＣＡ東陽町コミュニティーセンター

東京ＹＭＣＡ国際ホテル専門学校

しののめＹＭＣＡこども園

東京ＹＭＣＡ山手コミュニティーセンター

東京ＹＭＣＡ西東京コミュニティーセンター

東京ＹＭＣＡ南コミュニティーセンター

東京ＹＭＣＡ妙高高原ロッジ

参加・協賛企業・団体

■ 毎年約20チーム参加、「ダイバーシティ」を目指して

東燃ゼネラルグループ
広報渉外本部 CSR推進部 前部長 清瀧 健太郎さん

1970年から東京ＹＭＣＡの賛助会員をしており、この大会には今年

で15回目の参加になります。当初は数チームでしたが、今は全従業員

に主旨を伝えて参加を募り、毎年約20チームほど出場しています。家

族や関係者も一緒に、運動会代わりに楽しく参加しています。

障がい者の支援は、社会全体で関わるべき課題だと考えています。

企業では昨今、人種や性別、障がいの有無などにこだわらない「ダイ

バーシティ（多様性）」への取り組みが課題となっていますが、これ

は企業内部ではもちろん、企業の枠組みを越えて、社会全体で取り組

むべき課題だと思っています。障がいのある方が、もっと平等に社会

に参加できること、さまざまな人が助け合いながら、それぞれの力を

発揮できる社会を願って、この大会に参加しています。

■ ２年連続優勝、最高年齢賞も受賞

富士ゼロックス端数倶楽部

古田和也さん／生野雅也さん（陸上部）

「富士ゼロックス端数倶楽部」は、富士ゼロックスで働く人や退職

者によるボランティアサークルです。会員数は約4000人。給与の

100円未満の「端数」に任意の金額をプラスして会費とし、さまざま

な社会貢献活動をしています。

このチャリティーランには、障がい者支援の必要性はもちろん、競

技性が高い大会なので参加しています。今年で10回目になります。毎

年3～5チーム出場していますが、半分は陸上部、あと半分は楽しく走

る“Fun Run”のチームです。陸上部は、県の実業団陸上を始め、月

に1～2回色々な大会に出場しています。今年は陸上部チームが優勝。

他チームが「最高年齢賞」を受賞しました！ こういう活動をしてい

ると、いろんな人と知り合えるのも楽しいです。

■ 初参加 社員が一体になれる機会として

ＤＩＲインフォメーションシステムズ株式会社

代表取締役社長 三木 健一さん

グループ会社の役員の紹介で、今年初めて参加しました。2年前にで

きた新しい会社なので、チャリティーイベントなどに参加するのも初

めてです。もともと２つの会社を１つにしてできたため、社会貢献も

さることながら、社員の一体感を作りたいと思ったことも、参加を決

めた理由の一つです。趣味で皇居などを走っている社員も、普段は走

っていない社員も一緒に参加しました。そろいのＴシャツを作って、

私自身も最終ランナーとして走りました。

私は子どもの頃、ＹＭＣＡの英語クラスに通い、キャンプやスキー

にも参加していました。もう50年も前のことです。懐かしいですね。

抽選会では思いがけず、社員が特別賞の航空券に当選するなど、いい

記念になりました。

インタビュー

（順不同、敬称略）

障
が
い
者
支
援
へ

４
５
０
人
走
る

っ
た
女
子
マ
ラ
ソ
ン
メ
ダ
リ
ス

ト
の
有
森
裕
子
氏
は
、
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
の
都
合
で
来
場
で
き

ず
、
代
わ
り
に
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ

ー
ジ
が
届
け
ら
れ
た
。

会
場
に
は
、
２
５
０
人
の
運

営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
ス
タ
ッ
フ

を
含
め
、
１
３
０
０
人
以
上
が

集
ま
り
、
昨
年
以
上
の
賑
わ
い

と
な
っ
た
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
模
擬
店
や
、
区
内
の
障
が

い
者
団
体
に
よ
る
パ
ン
と
カ
レ

ー
の
販
売
も
好
評
で
、
会
場
を

よ
り
一
層
盛
り
上
げ
た
。

支
援
金
は
、
抽
選
券
販
売
な

ど
も
含
め
て
総
額
７
２
８
万

５
，
９
４
４
円
。
ほ
か
に
、
物

品
に
よ
る
協
賛
も
多
数
い
た
だ

い
た
。
多
く
の
方
の
温
か
な
心

と
さ
わ
や
か
な
笑
顔
に
よ
っ

て
、
今
年
も
こ
の
大
会
が
無
事

開
催
で
き
た
こ
と
を
、
感
謝
を

も
っ
て
報
告
し
た
い
。

第
27
回
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ラ
ン

「子どもラン」に親子500人

↑コスチューム賞は㈱カーギルジャパン

「ピュアハート」のみなさん

↓
富
士
ゼ
ロ
ッ
ク
ス
端
数
倶
楽
部

の
「S

A
M
U
R
A
I

X
E
R
O
X

」

↑
2
位
は
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
東
陽

町
セ
ン
タ
ー
「
＃
１
１
９
」

↓
初
開
催
の
「
こ
ど
も
ラ
ン
」

↑
伴
走
者
と
ゴ
ー
ル
。
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
フ
ィ
ッ
ト
ク
ラ
ス

都
立
木
場
公
園
で



東 京 Ｙ Ｍ Ｃ Ａ ( 2 )２０１３年１０月１０日 第709号

「
だ
ァ
れ
も
い
な
い
と
思
っ
て

い
て
も
、
ど
こ
か
で
ど
こ
か
で
エ

ン
ゼ
ル
は
、
い
つ
で
も
い
つ
で
も

な
が
め
て
る
、
ち
ゃ
ん
と
ち
ゃ
ん

と
ち
ゃ
ん
と
ち
ゃ
ん
と
、
ち
ゃ
ち

ゃ
ー
ん
と
眺
め
て
る
」
（
森
永
製

菓
Ｃ
Ｍ
よ
り
）
。

寅
さ
ん
の
有
名
な
せ
り
ふ
に

「
お
天
道
（
て
ん
と
う
）
様
は
見
て

い
る
ぜ
」
と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
。
お
天
道
様
と
は
天
地
を
司
り
、

す
べ
て
を
見
通
す
超
自
然
の
存
在

の
こ
と
で
「
悪
い
こ
と
を
す
れ
ば

だ
れ
も
見
て
い
な
い
と
思
っ
て
も

天
上
か
ら
神
様
は
し
っ
か
り
見
て

い
る
ぞ
」
と
言
う
意
味
で
す
。

森
永
製
菓
の
Ｃ
Ｍ
は
、
そ
れ
と

は
違
っ
た
意
味
で
、
「
ど
ん
な
と

き
も
一
人
ぼ
っ
ち
で
は
な
く
天
使

が
私
た
ち
を
見
守
っ
て
い
て
く
れ

る
」
と
言
う
意
味
の
よ
う
で
す
。

森
永
製
菓
は
ミ
ル
ク
キ
ャ
ラ
メ
ル

で
有
名
で
す
が
、
創
立
者
は
森
永

太
一
郎
と
言
っ
て
、
ア
メ
リ
カ
に

修
行
に
出
て
、
お
菓
子
を
日
本
に

持
ち
帰
っ
て
成
功
し
た
の
で
す
。

在
米
中
に
キ
リ
ス
ト
教
に
触
れ
信

仰
を
持
ち
ま
し
た
。
森
永
の
エ
ン

ゼ
ル
は
キ
リ
ス
ト
教
の
天
使
な
の

で
す
。

浄
土
真
宗
の
説
法
で
も
「
仏
様

が
い
つ
で
も
私
た
ち
を
見
守
っ
て

く
れ
て
い
る
こ
と
に
感
謝
す
る
の

が
信
仰
だ
」
と
聞
き
ま
し
た
。
宗

教
に
関
わ
ら
ず
、
上
か
ら
偉
大
な

方
が
「
見
張
る
」
の
で
は
な
く

「
見
守
っ
て
い
て
く
れ
る
」
こ
と

に
意
を
強
く
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
尾
崎
放
哉
の
俳
句
に
「
咳
を

し
て
も
一
人
」
と
言
う
の
が
あ
り

ま
す
が
、
私
た
ち
は
決
し
て
一
人

ぼ
っ
ち
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
く

の
兄
弟
姉
妹
と
聖
霊
に
見
守
ら
れ

て
い
る
の
で
す
。

Ｃ
Ｍ
は
５
番
ま
で
あ
り
ま
す
。

「
だ
ァ
れ
の
ね
が
い
も
祈
り
も
み

ん
な
、
な
に
か
ら
な
に
ま
で
エ
ン

ゼ
ル
は
、
す
っ
か
り
お
ぼ
え
て
す

ま
し
て
る
、
ち
ゃ
ん
と
ち
ゃ
ん
と

ち
ゃ
ん
と
ち
ゃ
ん
と
、
ち
ゃ
ち
ゃ

ー
ん
と
す
ま
し
て
る
」
。
祈
り
は

覚
え
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

（
総
主
事

廣
田
光
司
）

い
つ
も
天
使
が
見
守
っ
て

す
べ
て
の
人
を
一
つ
に
し
て
く
だ
さ
い

東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
資
料
室
に
は
、

た
く
さ
ん
の
著
作
や
記
録
が
収
め

ら
れ
て
い
る
。
で
も
、
こ
れ
ら
の

諸
記
録
は
無
音
で
あ
る
。
と
、
思

わ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
私
に

は
、
資
料
を
手
に
と
る
と
、
自
動

的
に
音
と
映
像
が
出
る
瞬
間
が
あ

る
。
そ
の
昔
先
輩
か
ら
学
ん
だ
書

物
を
見
る
と
、
は
っ
き
り
と
声
が

聞
こ
え
る
。

木
本
茂
三
郎
総
主
事
は
、
入
職

し
て
間
も
な
い
私
た
ち
五
人
組

（
星
野
達
雄
、
大
杉
邦
夫
、
笠
谷

陽
一
、
吉
川
彪
、
そ
し
て
最
年
少

の
私
＝
写
真
）
を
し
ば
し
ば
自
由

が
丘
の
ご
自
宅
に
招
か
れ
た
。
ご

馳
走
を
い
た
だ
く
楽
し
い
時
間
で

あ
っ
た
。
黙
っ
て
食
べ
て
い
る

と
、
「
君
達
。
ち
ょ
っ
と
待
ち
な

さ
い
。
甘
す
ぎ
る
と
か
味
が
う
す

い
と
か
、
何
と
か
言
い
な
さ
い
。

亭
主
の
私
は
ど
う
味
付
け
し
て
よ

い
か
分
か
ら
な
い
じ
ゃ
な
い

か
」
。
そ
こ
で
一
同
、
「
と
て
も

美
味
し
い
で
す
」
。
帰
り
際
に
玄

関
で
お
礼
を
言
う
。
「
ち
ょ
っ
と

待
て
、
君
達
の
食
事
を
整
え
た
の

は
こ
こ
に
い
る
家
内
だ
。
先
ず
家

内
に
礼
を
述
べ
、
次
に
招
い
た
私

に
挨
拶
す
る
も
の
だ
」
と
。
漫
画

的
な
場
面
で
あ
る
が
、
こ
の
集
い

は
勉
強
会
で
あ
っ
た
。
食
事
の
前

に
は
一
緒
に
本
を
読
ん
だ
。
基
督

教
思
想
叢
書
の
松
本
卓
夫
著
『
新

約
の
時
代
』
や
渡
邊
善
太
著
『
旧

約
書
の
由
来
』
な
ど
で
あ
っ
た
。

私
た
ち
は
、
こ
の
私
塾
的
な
学
び

に
養
わ
れ
た
。

資
料
室
で
聞
こ
え
る
こ
う
し
た

映
像
と
音
は
、
こ
れ
を
記
憶
し
て

い
る
媒
体
で
あ
る
私
自
身
が
、
現

存
す
る
資
料
な
の
だ
と
言
う
こ
と

の
証
拠
な
の
か
も
し
れ
な
い
。

木
本
さ
ん
を
真
似
て
、
私
は
少

年
部
リ
ー
ダ
ー
と
読
書
研
究
会
を

作
り
、
後
輩
職
員
に
は
「
齊
藤
ゼ

ミ
」
と
い
う
勉
強
会
を
開
い
た
り

も
し
た
。
木
本
総
主
事
か
ら
「
新

人
養
育
係
」
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と

も
あ
る
。
田
中
義
宣
、
奈
良
昂
、

金
城
平
真
の
３
人
の
１
年
目
を
指

導
せ
よ
、
と
い
う
。
天
沼
の
拙
宅

に
招
い
て
毎
回
同
じ
「
天
沼
焼

き
」
と
い
う
野
菜
の
バ
タ
ー
焼
き

を
子
ど
も
達
も
一
緒
に
楽
し
ん
だ

も
の
で
あ
る
。
ど
ん
な
勉
強
を
し

た
か
、
そ
れ
は
憶
え
て
い
な
い
。

資料室から音がする
私はこのように学び
職員として養われた

治
療
に
も
生
活
に
も
前
向
き
に

聖
路
加
国
際
病
院
・
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
ぐ
う
ぐ
う
キ
ャ
ン
プ

聖
路
加
国
際
病
院
・
Ｙ
Ｍ
Ｃ

Ａ
ぐ
う
ぐ
う
キ
ャ
ン
プ
が
９
月

14
日
～
16
日
、
山
中
湖
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
た
。
こ
の
キ
ャ
ン

プ
は
、
聖
路
加
国
際
病
院
の
形

成
外
科
松
井
瑞
子
医
師
の
児
童

の
患
者
と
そ
の
家
族
を
対
象
に

し
た
も
の
で
あ
る
。
キ
ャ
ン
プ

で
の
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
体
験
や

仲
間
と
の
出
会
い
、
達
成
感
を

通
し
て
、
生
活
に
も
治
療
に
も

前
向
き
に
取
り
組
ん
で
欲
し
い

と
の
願
い
か
ら
開
催
さ
れ
て
い

る
。
今
年
は
第
３
回
と
な
る

が
、
主
催
は
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
、

聖
路
加
国
際
病
院
が
共
催
、
ビ

ザ
・
ワ
ー
ル
ド
ワ
イ
ド
・
ジ
ャ

パ
ン
株
式
会
社
が
協
賛
し
、
そ

れ
ぞ
れ
の
力
を
発
揮
し
て
行
わ

れ
た
。

メ
ン
バ
ー
・
保
護
者
、
ス
タ

ッ
フ･

リ
ー
ダ
ー
、
看
護
士
等

総
勢
50
人
ほ
ど
の
キ
ャ
ン
プ
と

な
っ
た
。
台
風
を
横
目
で
見
な

が
ら
で
あ
っ
た
が
、
１
日
目
に

富
士
山
須
走
五
合
目
へ
向
か

い
、
小
富
士
ハ
イ
キ
ン
グ
を
行

っ
た
。
み
ん
な
で
励
ま
し
合

い
、
原
生
林
の
中
を
30
分
ほ
ど

歩
い
て
小
富
士
ま
で
辿
り
着
い

た
。
視
界
が
開
け
た
と
き
の
爽

快
感
は
格
別
で
あ
っ
た
。
さ
ら

に
山
頂
の
霧
も
晴
れ
、
富
士
山

背
景
の
写
真
も
撮
れ
、
良
い
記

念
と
な
っ
た
。

２
日
目
は
、
午
前
よ
り
夕
方

ま
で
薄
曇
。
キ
ャ
ン
プ
サ
イ
ト

で
の
フ
リ
ー
チ
ョ
イ
ス
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
ク
ラ
フ
ト
、
お
や
つ

作
り
、
大
運
動
会
、
キ
ャ
ン
プ

ソ
ン
グ
の
集
い
な
ど
を
行
い
、

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
フ
ォ
ン
デ
ュ
も

好
評
だ
っ
た
。
午
後
途
中
か
ら

は
新
た
な
試
み
で
あ
る
ア
ー
ト

プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ
た
。
ア
ー

ト
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
堀
木
一
男
氏

の
も
と
、
「
い
の
ち
を
吹
き
込

む
」
と
の
テ
ー
マ
で
貼
り
絵
を

製
作
し
た
。
２
０
０
枚
ほ
ど
の

紙
に
さ
ま
ざ
ま
な
色
を
塗
っ
て

色
紙
を
作
り
、
そ
れ
を
細
か
く

破
っ
て
貼
り
付
け
、
空
、
陸
、

海
や
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
を
作

り
あ
げ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
模
造
紙

３
枚
分
ほ
ど
の
大
き
さ
の
紙

に
、
ユ
ニ
ー
ク
な
生
き
物
た
ち

が
躍
動
し
た
姿
を
現
し
た
。
今

後
も
、
こ
の
ア
ー
ト
プ
ロ
グ
ラ

ム
は
継
続
し
て
実
施
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

３
日
目
は
台
風
一
過
、
秋
晴

れ
の
も
と
、
帰
途
に
着
い
た
。

キ
ャ
ン
プ
中
、
「
と
も
だ
ち

お
ひ
さ
ま

や
さ
し
い
こ
こ

ろ
」
な
ど
多
く
の
キ
ャ
ン
プ
ソ

ン
グ
を
、
改
装
中
の
山
中
湖
セ

ン
タ
ー
に
響
か
せ
た
。
前
橋
・

神
戸
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
リ
ー
ダ
ー
経

験
者
や
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
リ
ー
ダ
ー
た
ち

が
力
を
発
揮
し
て
く
れ
た
。
こ

の
ぐ
う
ぐ
う
キ
ャ
ン
プ
の
経
験

が
蓄
積
さ
れ
て
、
良
き
療
育
キ

ャ
ン
プ
が
継
続
さ
れ
て
い
く
こ

と
を
願
っ
て
い
る
。

（
キ
ャ
ン
プ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

佐
藤
信
也
）

小富士ハイキング。富士山を背景に

200枚の紙に色を塗り、それをちぎって貼り絵を製作。
堀木一男氏がアートディレクターとして指導くださった。

通信制高校サポート校

東京ＹＭＣＡ高等学院 開校

2014年4月、山手センター会館内に「東京ＹＭＣＡ高等学

院」を開校します。これは大阪ＹＭＣＡが運営する通信制高

校「ＹＭＣＡ学院高等学校」のサポート校です。

通信制高校では、課せられる数多くのレポートに、挫折し

てしまう人が少なくないですが、サポート校では、教員や仲

間の協力を得ながら確実に卒業出来るよう配慮していきま

す。

東京ＹＭＣＡ高等学院には、週3日～5日通えるカラフルプ

ランと週1日～2日のフレックスプランがあります。

また、ＹＭＣＡならではの体験学習、多文化共生や福祉、

保育、エコロジー、ウエルネス、といった分野を垣間見るこ

とも出来て、将来の自分の姿を探すことも出来るでしょう。

あなたは、あなたのままであっていい。そう心から思える

学校を東京ＹＭＣＡがオープンします。

なお、転入・編入学については今年10月より受け入れます。

【問合せ】

電 話：03－3202－0326

メール：highschool@tokyo.ymca.or.jp

ＵＲＬ：http://tokyo.ymca.or.jp/highschool/

所在地：新宿区西早稲田2-18-12

（東京ＹＭＣＡ山手センター内）

【担当者メッセージ】”Life is a Rainbow”
日本では虹は7色と言われていますが、アメリカやイギリスで

は6色、ドイツでは5色という人が多いようです。同じものを

見ても、違って見えるのが人間。人生も色々な道があってい

いと思います。東京ＹＭＣＡ高等学院は、多彩な専門科目が

あり、さまざまな価値観を持つ人たちとの出会いがありま

す。そして何より、「自分の道が見つかるまで一緒にいよ

う」そうＹＭＣＡは考えています。東京ＹＭＣＡ高等学院

は、一人ひとりを大切にする、あなたの未来を拓くサポータ

ーです。

（高等学院 担当 井口真）

全世界のＹＭＣＡ、ＹＷＣＡに連なる人たちが、毎年1つのテー

マを決めて、聖書を読み、祈りを共にする週間です。期間中に

東京ＹＭＣＡは、東京ＹＷＣＡ、在日本韓国ＹＭＣＡと合同祈祷

会を開催します。ぜひご参加ください。

【2013年度テーマ】 神の求める「変革」となる

【日 時】11月14日(木)18:30～20:30

【奨励者】山口里子氏

日本フェミニスト神学・宣教センター共同ディレクタ

ー。恵泉女学園大学など諸大学・神学校で講師。著書

に『マルタとマリア』『虹は私たちの間に』他多数。

【会 場】在日本韓国ＹＭＣＡ 9階ホール（JR水道橋駅）

【問合せ】東京ＹＭＣＡ総務部（Tel 03―3615－5562）

世界ＹＭＣＡ／ＹＷＣＡ合同祈祷週

（
左
か
ら
）
笠
谷
陽
一
、
吉
川
彪
、

齊
藤
實
、
星
野
達
雄
（
１
９
５
６
年
）
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地球規模の課題学び 〝地球市民〟目指す

須賀 江美東陽町語学教育事業部

「ＹＭＣＡ地球市民プロジェクト」は、日本ＹＭＣＡ同盟

が主催している研修講座で、2009年から始まり今年で5回目

を迎えました。「世界を読み解く力」、「多様性を重んじる

リーダーシップ」、「課題解決に向けた行動力」の3つの力

を伸ばしていくことが目的とした1年間のプログラムです。

このプログラムでは、国際理解教育・開発教育など多様な

分野で活躍する講師が、年間を通して研修生一人ひとりの問

題意識を検証し、行動宣言に対して助言指導します。夏に

は、アジア・太平洋地域の若者と共に、英語を用いての1週

間宿泊型の研修があり、「経済格差」「サスティナブル（持

続可能）な社会」「平和」「多文化共生」などをテーマにし

たワークショップやディスカッション、ＮＧＯや地域の取り

組みを見学するフィールドワークなど、様々な手法で学びを

深めます。

今年の夏季研修は、8月29日(木)～9月4日(水)の1週間、日

本ＹＭＣＡ同盟国際青少年センター東山荘で開催され、9カ

国から約80名の青少年が参加しました。（写真）

“Think Globally, Act Locally”（=「地球的視座に立っ

た分析力」「地域で実践する行動力」）が１つのキーワード

として取り上げられ、環境問題、貧困格差、近隣諸国との歴

史問題について、一人一人が関心をもち互いの経験や考えを

真剣に分かち合いました。

海外からのユースと共に学び、生活をし、国内外問わず、

生涯にわたるネットワークの基礎を築けたと思います。夏季

研修最終日には、「地球規模課題(=Global Issues)」に対し

て、自分の身の回りや生活の中から始められることを行動宣

言とし発表しました。

これから3月までは各々の生活の場で実際に活動を始めま

す。大学の中でワークショップを行う、SNSを通じて様々な

呼びかけをする、環境保護活動に参加する、他団体への働き

かけをする等、少しずつ変化を起こす主体となり、自分の生

活基盤である地域や大学で何ができるか考え、伝える力を養

います

3月には活動報告会と「ＹＭＣＡ地球市民」認証式が予定

されています。80名の新しいＹＭＣＡ地球市民の誕生に是非

ご期待下さい。
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引き続き、ご協力をお願いいたします。

【募金期間】2013年6月1日～12月末日

【募金目標額】2,250万円

【募金方法】

三菱東京ＵＦＪ神保町支店 普通 1376555

公益財団法人東京ＹＭＣＡ

郵便振替 口座番号 00110－2－64598

東京ＹＭＣＡ山中湖センター施設整備募金

【お問合せ】

90周年記念施設整備募金事務局(会員事務局/FD室）

tel.03-3615-5568 fax.03-3615-5578

メール：kaiin@tokyo.ymca.or.jp

山中湖センター90周年記念施設整備募金
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雄
二

本
行

哲
哉

本
行

輝
雄

前
田

達
哉

前
田
紗
永
子

松
兼

甲

ミ
ウ
ラ
コ
ウ
セ
イ

三
ツ
木
任
一

三
ツ
橋
進
一
郎

箕
輪

順
太

宮
武

玲
子

三
代
川
春
一

武
藤

直
二

村
上

光
子

茂
木

稔

持
田

二
郎

望
月

朗

森
井

利
夫

盛
川

昌
樹

矢
崎

信
光

八
島

雅
子

矢
島

清
光

山
崎
晋
之
介

山
下

智
子

山
添

仰

山
田
利
三
郎

山
梨

雄
一

山
本

知
範

由
井

卓
哉

横
井

剛
之
・
も
も

横
田

篤
志

吉
井

麗
実

吉
岡
紀
久
雄

吉
川

悠
人

吉
田
佐
保
子

吉
野

純
子

依
田

貴
史

渡
部
和
加
代

渡
邉

伸
子

【
法
人
・
グ
ル
ー
プ
】

カ
リ
タ
ス
小
学
校

埼
玉
医
科
大
学
付
属
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
看
護
専
門
学
校

東
京
警
察
病
院
看
護
専
門
学
校

日
本
基
督
教
団
四
谷
新
生
教
会

教
会
学
校

富
士
五
湖
ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ

ブ元
ワ
イ
ズ
ト
ラ
ン
ク

「山中湖センター90周年記念施設整備募金」に ７７５万円

東京ＹＭＣＡ山中湖センターは今年90周年を迎え、大規模な施設整備を行っています。現在表記

の募金を呼びかけており、9月末日までに計775万円が寄せられました。8月から9月末日には以下

の176の個人・法人と11人の匿名者がご協力くださいました。感謝します。（五十音順、敬称略）

山中湖センター90年募金のためのコンサートです。

【日 時】2013年11月8日（金）19：00～

【場 所】日本基督教団 霊南坂教会（港区赤坂）

【金 額】3,000円

【演奏者】

●飯 靖子（オルガン）霊南坂教会・青山学院大学オ

ルガニスト、洗足学園音楽大学講師、東京

ＹＭＣＡ理事ほか

●飯 顕（ヴィオラ） 桐朋学園大学音楽学部卒業、

ＪＴなどのメセナ活動で数々の演奏歴をもつ

【曲目】無伴奏ソナタ５番（J.S.Bach）他

【お問合せ】 会員事務局 tel.03-3615-5568

チャリティーコンサートのご案内

や
地
域
の
ご
家
族
な
ど
で
、
あ

っ
と
い
う
間
に
模
擬
店
も
子
ど

も
コ
ー
ナ
ー
も
大
賑
わ
い
に
な

っ
た
。
東
雲
地
域
に
避
難
し
て

い
る
福
島
の
被
災
者
の
方
々
も

遊
び
に
来
て
く
れ
た
。
東
京
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
の
各
セ
ン
タ
ー
、
在
京

ワ
イ
ズ
メ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
、
専
門

学
校
交
友
会
な
ど
が
担
当
す
る

ブ
ー
ス
は
、
新
し
く
山
手
セ
ン

タ
ー
の
高
校
生
グ
ル
ー
プ
と
ｌ

ｉ
ｂ
ｙ
（
リ
ビ
ー
）
も
加
わ
り

全
部
で
25
と
な
っ
た
。

お
ま
つ
り
の
最
後
は
抽
選

会
。
協
賛
企
業
や
個
人
か
ら
い

た
だ
い
た
数
々
の
賞
品
と
子
ど

も
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
で
大
い
に

盛
り
上
が
っ
た
。
益
金
は
目
標

額
を
超
え
51
万
２
千
円
に
な
っ

た
。
東
日
本
大
震
災
復
興
支

援
、
地
域
奉
仕
活
動
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
育
成
に
用
い
ら
れ
る
。

（
会
員
部

戸
坂
昇
子
）

恒
例
の
「
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
夏

ま
つ
り
」
が
8
月
最
後
の
土
曜

日
、
31
日
に
東
陽
町
セ
ン
タ
ー

で
催
さ
れ
た
。
好
天
の
空
の

下
、
ジ
ャ
ズ
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の

演
奏
が
軽
快
に
響
き
、
太
田
勝

人
実
行
委
員
長
の
挨
拶
を
も
っ

て
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
な
っ
た
。

例
年
よ
り
早
い
お
昼
前
か
ら
の

開
会
で
あ
っ
た
が
、
子
ど
も
達

9カ国80人が研修

オ
ー
ル
東
京
「
夏
ま
つ
り
」

出
店
25
、
高
校
生
も
参
加

バングラデシュの子どもなど支援

渋谷駅前で街頭募金

皆様からお預かりした募金は、主にバングラデシュＹＭＣＡが行

っている貧困対策への取り組みに用いさせていただきます。また日

本ＹＭＣＡ同盟を通じ、アフガニスタン難民支援ほか、世界のＹＭ

ＣＡが行う紛争地域の子どもたちの教育支援などにも使われます。

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
の
子
ど
も

た
ち
の
教
育
支
援
な
ど
の
た

め
、
東
京
Ｙ
Ｍ
Ｃ
Ａ
は
毎
年
9

月
に
渋
谷
駅
前
で
街
頭
募
金
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
は

9
月
7
日
（
土
）
、
会
員
、
ワ

イ
ズ
メ
ン
、
園
児
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
リ
ー
ダ
ー
、
に
ほ
ん
ご
学

院
留
学
生
、
社
会
体
育
・
保
育

専
門
学
校
生
な
ど
１
０
５
人
が

集
ま
り
、
道
行
く
人
に
心
を
こ

め
て
呼
び
か
け
ま
し
た
。
猛
暑

を
考
慮
し
、
例
年
よ
り
も
時
間

を
短
縮
し
、
午
後
の
み
実
施
し

国際協力募金はこのように使われます

⇒
山
手
セ
ン
タ
ー
の
高
校
生
グ

ル
ー
プ
も
初
参
加
。
焼
き
そ
ば

は
す
ぐ
に
売
り
切
れ
た
。

ＹＭＣＡ地球市民育成プロジェクト

ま
し
た
が
、
19
万
４
，
７
１
１

円
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
国
際
協
力
部

柳
原
み
ず

き
）

←バングラデシュ北部ビ

リシリＹＭＣＡが運営す

るダハパラ診療所。マラ

リア感染による死亡率が

高い村にある唯一の診療

所です。保健指導や妊婦

健診もしており、お母さ

んたちの居場所としても

親しまれています。

(写真右）バングラデシュのエディルプ
ールＹＭＣＡが運営する学校(Non

Formal Primary Education＝NFPE）。家

事が忙しいなど、家庭の事情で公立の

小学校に通学できない子どもたちが通

っています。無償で、文具なども支給

し、授業時間も短めにするなど、誰もが

負担なく学べるよう支援しています。
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